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2) 「授業内発想⽀援インターフェース AI-Josyu 」については、メディアドリブンリアルタイムコ
ンテンツマネジメントフレームワークを提案し。「Media Acquisition」「Metadata Extraction」
「Context Selection」「Content Retrieval」の4 つのモジュールで構成される、人間の活動に関連
したコンテンツをレガシーシステムからリアルタイムに収集可能システムを構築している。  




フィックデータを紐付けるAction-Demographic Interconnection Model を提案している。 
5) 「オウンドメディアにおけるカスタマージャーニー分析」については、オウンドメディア内のコ
ンテンツの重要度を評価する新たな評価指標として”User Trajectory Rank”と”User Retention 
Rank”の2 つを提案しコンテンツの重要度の⾃動抽出を実現している。 
 
これらのインターフェースは、人間がコンピュータと適切な役割分担を行って知識創造・知識利活⽤
することを促し、意思決定を⽀援できるインターフェースとなりうるものであると考えられる。この
枠組みを活用したシステムによって、⼈間の知識創造・知識利活⽤を促進しうるものであることが認
められる。 
【最終試験の結果】 
令和２年２月１２日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
